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１．委員の指摘及び提言概要 

  紙パルプ残渣というバイオ廃棄物からイタコン酸を効率よく生産し、それを用いてバイオナイロ

ンを作成することに成功しており、新たなバイオプラスチックの製造方法を開発したことは高く評

価される。また、このバイオナイロンは紫外光によって親水化する工夫が施されており、海洋環境

において自然光で分解が促進されること、また、光が届かない深海でも微生物による分解が起こっ

ていることを実験で明らかにしている。このようにバイオ廃棄物由来イタコン酸から海洋分解性バ

イオプラスチックというユニークな素材が開発されたが、それがどのように利用できるかについて

は、あまり明確になっていない。今後、開発したバイオナイロンの用途を明確にすることにより、

さらなる技術開発につながり、また、環境政策への貢献が明らかになってくるものと思われる。 

 

２．採点結果 
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